
下の図の結合型は免疫機能に深く関わるため抗体が持続し２回以降のブスター効果も 
あります。しかもリンパ球により既に存在する細菌の駆除にも作用するかもしれません。 
小児の場合は上記の多糖体型では免疫が獲得できません。一方多糖体型では一定期間 
で免疫は減少します。 



前のページをイラスト的にした図です。 
小児では結合型でないと効果が出ません。 
ブスター効果があるため数回接種します。 



現在、65歳以上でのプレベナーの再接種の勧奨は世界的にありません。 



23価以外にも細菌があり、頻度としても無視できない感じです。 



これは小児における統計ですが、19Aが一番問題です。しかし13価以外での血清型の変化 
が生じたら、それによる影響も無視できません。 





雑誌小児科より抜粋しました。 





雑誌NEJMより図だけ掲載します。成人でのプレベナーの効果を示しており、 
しかも再接種をせずにいても効果は持続しています。 
65歳以上でプレベナーを１回は接種する根拠となっています。 
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